
おいて行なわれなければならない。このために事務γ 兄テム符

理規程(昭和 39 ・ 4 ・ 1 総減速第 169 号)が設定され，個々の帳?れ

だけでなく，事務システム分析記号を i史~ "分析設計閃(牟フ

ロー・チャート)を作成し，事務下統の明硝ー化，合理化を，よ

り積極的に推進することにな った。

帳票の管原が行なわれていなかっ たときは，無秩序にif(複し

た帳Tilが用いられ，また設計の良子干によ っ て転記阿数が争いも

のや，必要以上に大きい帳1JU 記載項日の配院が手| 合JW_ (ý.)なも

のなど稀々雑多であ った。さらに帳禁化すべきものが文字?や 11

頭で処珂されているために，事務が正!ìó に，迅速に， ffi1 ! j\. に処

理できなかった。そこで*事務γ ステム上司、必要な帳?l:の廃 Ü. ，

震仮しているものの幣用統合，帳:13の 11J: り寸法の B rlJ規物統

一等をはかり幣耳E保1ffを存易にし，経費の節約を考え，帳~II~

の使用，検出などを窓易にできる よ うに帳票の設討をすれば，

労 力と時間が節約され正時に事務処理ができるようになる。

従来は帳票担当者eが独 nの考えブfによ っ て帳票を設定してき

た。一度帳裂が設定されると，良否にかかわらず，その帳 ~~I~IJ ~ 

要求する 'J;項を記入し，規制する手続をとらなくてはならなし、。

そこてJ帳~，l~ ~MJ.圧が不備のまま帳架を設定すると ， ;tt り やイ、 11: の

発見がより困難なものになるので， 帳?止を決定するに、可た っ て

は事務システムを十分に検討して，事務手続を合開化 し， 事務

処理を能率化するために，現状をとらえ，採るべきも の， j令て

るべきものに分け，また補うべきもの，新しく加えるもの，改

めるものを考えたうえで，帳票および帳;}~~IJlJ度を改みする 。

帳禁を設計するに当たっては，帳i!fl~の表/J 、すべき |付符 JJj 1 1 を

分析し，その選定および配列を考慮，検討する。

(1) 帳票の使用目的

(2) 帳~:~の伝達経路

(3) 内容項目の記入順序

(4) 記入すべき事項

帳票は立案して下部機関に命令を与 えて作成するものと. 1'1 

部局等で事務|ての必要から作成するものとに|メ分して竹践を行

なっている。立案し決定した帳YJ3は，総合的に調幣する箇所で

次の順序に従っ て主主録番号を表示する。

(1) 臨時に制定した帳票は L臨1 の J己号。ただ し，定期lのも

のについては，その記号を付けなし 、。

(2) 本社附属機関の長，地方機関の長およひ'支社の地方機関

の長が帳票を設定した場合は，それらの機関の略号

(3) 西暦年号の下 2 けたの数字

(4) 暦年更新による帳票登録JI~iの一連番り

(5) 文書作成及び取扱基準規程(昭和 39 ・ 6 総文述第 26 り ) に

定める分類番号

これらの記号を例示すれば， 1965 年に支社内において臨時に

設定した帳禁で， 主主録が 30 番 目 に当たり，分類番号としては，

輸送のうち旅客となるものはし登録臨支 65-30- GI0l と 表示

する。またその帳~の管理は，帳梨管理票を作成して次により

総合的調教を行なう。

(1) 帳票名称 ・ 登録番号

(2) 準処規程名および目的

(3) 帳票種別・保存区分および報告期別

(4) 帳票の状態

(5) 帳禁の伝達経路および項目

'白部局等で事務上の必要から作成する帳票，および立案し決

定した帳票を含み，自部局以外で印刷する場合は，印刷原稿の

確認を次によって行なう。

(1) 仕上り寸法がB 7"U規格にな っているか。

ちょくりゅう

(2) 帳禁設計標準によ っ て設計されているか。

(3) 重復帳票かどうか。

(4) 帳票内容に変更があるか。

(5) 帳票をi制度上決定すべきか。

帳wf.の符理，運用を的確に行なうために，帳哀を登録する主管

箇所より，帳票登録件数表の報告を，定期および臨時の帳票形

式5JIJに艇tI\させている。(木下直与)

ちよくこうれっしゃ 直行列車 輸送使命に応じて区別

された列車種別の一つである。この列車は主と して組成駅間に

設定され，途中の組成駅および中関駅をパλすることをたてま

えにしてし、る。このため組成内容は，その列車の終着駅以遠行

きまたは列車の時間別配列と貨車の発生時実IJ との関係で，特に

指定する |メ間行きのものを集結し，着駅もよりの組成駅まで直

行する通称 L輸送力列車1 がこれである。 (須賀修)

ちょくりゅうきてんかいろのほご 直流き電回路の保

護 (央) protection of DC feeder circuit 電鉄の$き電回路

には， 設備 IÏ 体の故障のほか雷撃や踏切事故等多 くの外的要因

によ っ て事故の発生が予測される。これらの事故に際しては迅

速航実に故障を検出し，故障医聞の線路を停電して被害の鉱大

波及を防止することが必要である。このため，従来，変電所(ま

たは 本き電l天分所，以下同じ)に 率直流高速度しゃ断器を設備

して故障電流の検出，しゃ断を行なわせていたが，最近， 負荷

のJi')大に伴って故障電流の検出が困難とな っ たので，各種の保

沌方式が録用されるようにな った。

[白UM き 1~ 1司路に発生する故障現象は，その様相が多種多様に

わたるが，保護方式の決定に際しては，故障点に電位差 300V

の電弧と ， 0.05-0.1 .ílの主主抗が直列にあるものと考え，これに

より依障選択能力の検討を行なう ことが多L 、。

現 tト: ， 主 として用いられている保護方式は，変電所聞に L連

絡しゃ伴~í l を設ける方法， L故障選択装置1 を直流高速度しゃ断

撚にIn喝 させる方法およびこの両者を併用する方法等である。

l 連絡し々断方式

この方式は*-lt列き電する直流き電回路において，相対 I~'J す

る向速度しゃ断様相互に電気連動を設け，変電所で事故を検出

したときには，その変電所はもちろん相手側変電所の高速度し

ゃ断;r.，も n動的に開政するようにしたものである。この方式を

適用するときは，変電所の故障検出能力は，き電区間の中央付

近まででよいことになる。

連絡しゃ断を行な うためには，変電所聞を結ぶ連絡回線を要

するが，専用の連絡回線を設ける方法，変電所遠方制御系の情

報伝送回線を利用する方法，変電所間の通信回線等を利用して

述絡しゃ断信号を綴送重畳する方法等により 実用化されている。

図-1 � 1 型政際選択装置娘絞図(メータ ー リレ を用い る方式)
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